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沖
縄
企
業
の
競
争
力

山
内
昌
斗

共
編
著

　
本
書
は
、
地
方
に
拠
点
を

置
く
企
業
が
ど
の
よ
う
に
競

争
力
を
獲
得
し
て
い
く
の

か
、
そ
の
方
策
を
示
そ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
結
論
か

ら
述
べ
れ
ば
、
地
域
社
会
に

眠
る
「
知
」
を
探
索
し
、
活

用
す
る
こ
と
、
社
会
的
・
文

化
的
価
値
を
持
つ
そ
れ
ら
の

「
知
」
を
経
済
的
価
値
へ
転

換
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の

鍵
を
握
る
の
が
「
両
利
き
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
あ
り
、

そ
の
学
術
的
な
意
義
と
具
体

的
な
展
開
に
つ
い
て
、
歴
史

的
視
点
を
交
え
て
解
説
す

る
。

　
筆
者
ら
は
、
企
業
、
そ
し

て
人
が
地
域
の
活
性
化
・
地

方
創
生
の
要
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
し
て
、
地
域
社

会
の
成
長
・
発
展
に
寄
与
す

る
企
業
経
営
の
在
り
方
の
な

か
に
、
経
営
の
本
質
が
あ
る

と
み
て
い
る
。
沖
縄
と
い
う

場
を
研
究
対
象
と
し
た
書
籍

で
は
あ
る
が
、「
経
営
と
は

何
か
」
と
い
う
こ
と
に
疑
問

や
興
味
を
お
持
ち
で
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
一
読
い
た
だ
き
た

い
。（
文
眞
堂
・
税
込
み
２

７
５
０
円
）

沖
縄
経
済
と
業
界
発
展

１
９
５
０
倶
楽
部

編

山
内
昌
斗

著

　
本
書
は
、
沖
縄
で
１
９
５

０
年
に
創
業
・
設
立
さ
れ
た

企
業
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
社

会
貢
献
活
動
団
体
「
１
９
５

０
倶
楽
部
」
に
よ
り
出
版
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
沖
縄
は

唐
ぬ
世
（
琉
球
王
国
）、
大

和
ぬ
世
（
日
本
）、
ア
メ
リ

カ
世
と
い
う
大
き
な
時
代
の

移
り
変
わ
り
を
経
験
し
た
場

で
あ
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

変
わ
る
環
境
変
化
の
な
か

で
、
人
々
が
何
を
考
え
、
ど

の
よ
う
に
生
き
て
き
た
の
か

を
経
済
学
・
経
営
学
の
視
点

か
ら
俯
瞰
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
発
展
の
方
向
性
を
展

望
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
こ
の
書
籍
は
沖
縄
県
内
の

中
学
校
以
上
の
学
校
図
書
館

や
各
市
町
村
に
寄
贈
さ
れ
た

ほ
か
、
書
店
で
の
売
り
上
げ

の
全
額
を
、
地
元
新
聞
社
を

通
し
て
「
沖
縄
の
将
来
を
担

う
人
材
育
成
」「
子
ど
も
の

貧
困
問
題
の
解
決
」
に
寄
付

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
販
売
が
県

内
書
店
に
限
ら
れ
る
た
め
、

沖
縄
に
立
ち
寄
ら
れ
た
際

に
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
あ
る
。（
光
文
堂

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

税
込
み
１
６
０
０
円
）

筆
者
（
や
ま
う
ち
・
ま
さ

と
）

経
営
学
部
教
授
。
経

営
史
。

　
ご
父
母
・
保
護
者
の
会
で

あ
る
育
友
会
（
新
澤
千
佳
子

会
長
）
の
本
年
度
定
期
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
昨
年
度
に
続
き
、
招
集

開
催
を
行
わ
ず
、
書
面
表
決

と
な
っ
た
。

　「
令
和
２
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
報
告
」
「
令

和
３
年
度
事
業
計
画
及
び
収

議案を書面表決

就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉「
内
定
が

な
か
な
か
も
ら
え
な
い
」
と

い
っ
た
相
談
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
も
し
、
う
ま
く
い

っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る

場
合
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

課
の
相
談（
対
面
・
オ
ン
ラ
イ

ン
）を
利
用
し
て
、こ
れ
ま
で

の
就
職
活
動
を
振
り
返
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
作
成
し
た
書
類
や

面
接
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
し

て
軌
道
修
正
し
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
23
日
（
水
）
に
は
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
横
浜
銀
行
×
専
修
大
学
合

同
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
専
大
生
を
採
用
し
た

い
企
業
（
10
社
程
度
）
が
集

ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
公
務
員
試
験
の

面
接
を
控
え
て
い
る
方
は
、

対
面
で
の
模
擬
面
接
で
自
分

の
く
せ
や
弱
点
を
見
つ
け
て

修
正
し
、
万
全
な
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
夏
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
急

い
で
準
備
を
進
め
て
く
だ
さ

い
。「
企
業
の
探
し
方
」「
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き

方
」
な
ど
、
疑
問
や
不
安
の

あ
る
場
合
は
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
課
に
来
て
質
問
し
て
く

だ
さ
い
。
５
月
か
ら
開
始
し

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
就
職

の
選
択
肢
を
広
げ
ら
れ
る
。

希
望
す
る
企
業
以
外
の
イ
ン

タ
ー
ン
に
参
加
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
み
よ
う
。
参
加
後

は
自
分
に
必
要
な
ス
キ
ル
は

何
か
、
会
社
の
雰
囲
気
は
ど

う
だ
っ
た
か
、
振
り
返
る
こ

と
が
必
要
」
と
説
明
し
た
。

ま
た
就
職
活
動
に
向
け
て
、

取
り
組
む
べ
き
内
容
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
も
伝
え
た
。

　
３
年
次
生
向
け
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
５
月
10
〜
12
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
多

く
の
企
業
で
導
入
さ
れ
て
い

る
夏
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
前
に
、
心
構
え
や
選
考

へ
の
対
策
な
ど
を
伝
授
し

た
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課

が
実
施
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
対
面
の

ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

企
業
も
増
え
て
い
る
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

参
加
に
は
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
な
ど
で
選
考
が
行
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
対
策
の

重
要
性
が
説
か
れ
た
。

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
の

ス
タ
ッ
フ
が
「
イ
ン
タ
ー
ン

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

３
年
次
生
に
心
構
え
伝
授

　
神
奈
川
県
主
催
の
学
生
向

け
起
業
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｋ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
２
０
２
０
」
で
川

上
拓
朗
さ
ん
（
ネ
ッ
ト
情
報

３
）
の
チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞

に
あ
た
る
神
奈
川
県
知
事
賞

を
獲
得
し
た
。

　
大
学
の
垣
根
を
超
え
て
起

業
に
関
す
る
知
識
や
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

な
ど
を
学
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、

川
上
さ
ん
は
環

境
問
題
に
関
心

を
持
つ
他
大
学

の
学
生
２
人
と

チ

ー

ム

を

結

成
。「
食
品
廃
棄

物
か
ら
化
粧
品
を
つ
く
る
」

と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
起
点

に
、
県
内
で
廃
棄
予
定
の
農

作
物
を
使
っ
て
ア
イ
シ
ャ
ド

ー
を
製
造
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
ま
と
め
あ
げ
た
。「
地

球
も
自
分
も
大
切
に
」
と
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
メ
ー
ク

を
楽
し
み
な
が
ら
環
境
問

題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
。

最
終
発
表
会
が
２
月
14
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
、
審

査
委
員
か
ら
高
い
評
価
を
得

た
。
現
在
は
主
催
者
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、「on one's 

own

」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名

で
製
品
化
に
向
け
試
作
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な

川
上
さ
ん
の
活
躍
は
こ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
昨
年

の
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
育
友
会
長

特
別
賞
を
受
賞
。
ま
た
「
世

界
を
見
た
い
。
ア
フ
リ
カ
の

文
化
に
触
れ
た
い
」
と
、
来

年
に
は
ル
ワ
ン
ダ
訪
問
を
計

画
し
て
い
る
。「
人
と
つ
な
が

る
こ
と
、
人
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
る
」

と
語
る
川
上
さ
ん
は
、
多
様

な
人
や
文
化
と
の
交
わ
り

が
、
積
極
的
な
活
動
・
挑
戦

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ

て
い
る
。

神
奈
川
県
の
起
業
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　「
先
輩
会
員
か
ら
教
わ
っ

た
『
子
ど
も
の
母
校
は
我
が

母
校
』
と
い
う
言
葉
に
感
銘

を
受
け
た
。
子
ど
も
が
通
う

大
学
や
育
友
会
に
関
心
を
持

つ
ご
父
母
・
保
護
者
が
増
え

れ
ば
う
れ
し
い
」
と
に
こ
や

か
に
話
す
。

　
経
営
学
部
４
年
次
の
長
男

が
入
学
し
て
以
降
、「
大
学

の
た
め
に
何
か
力
に
な
り
た

い
」
と
育
友
会
の
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
き
た
。
千

葉
西
支
部
の
役
員
と
し
て
尽

力
す
る
一
方

で
、
本
部
で

は
ス
ポ
ー
ツ

応
援
推
進
委

員
会
の
委
員

長
を
務
め
、

さ
ま
ざ
ま
な

競
技
の
試
合

会
場
に
足
を
運
ん
だ
。「
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
の
応
援
に
行
っ

た
際
、
試
合
後
に
監
督
と
選

手
が
わ
ざ
わ
ざ
応
援
席
ま
で

あ
い
さ
つ
に
来
て
く
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
応

援
に
携
わ
っ
て
き
て
良
か
っ

た
と
感
じ
た
出
来
事
で
あ

り
、
こ
う
し
た
礼
儀
正
し
さ

は
専
大
生
の
美
点
だ
と
感
じ

た
」と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　
ま
た
、
一
昨
年
度
の
箱
根

駅
伝
予
選
会
の
応
援
も
思
い

出
深
い
。
会
場
に
は
多
く
の

専
大
関
係
者
が
駆
け
付
け
、

ー 93 ー

岡田 穣
商学部教授

　私は英会話が堪能とはお世辞にも言い難

いレベルですが、昨年度、カナダのCalgaryに

７カ月ほど滞在してきました。しかしカナダ

もコロナ禍で、現地の方々との会話・コミュ

ニケーションも制限されました。このよう

な「英会話が苦手」「コミュニケーション機

会が少ない」という超アウェーの状況下で、

私でも現地で体験できた「言葉」による「ワ

ールドワイド」をご紹介しようと思います。

　それは最も聞く機会が多かった「Calgary」の発音です。ポイントは「Ca」

の部分で、ヨーロッパ系の人は「カ」、アメリカ系の人は「キャ」と発音し

ていた場合が多く、私でも聞き分けられました。

　これは「イギリス英語およびフランス語発音」と「アメリカ英語」の違い

で、私はこの発音からその人の「背景にある文化」に触れることができまし

た。会話においても「カ」と発音していればヨーロッパに関する話題を振

ることで会話が広がり、「キャ」と発音していればアメリカの時事話題を振

る、といった感じで「世界の文化」に触れつつ、少ない会話機会でも充実し

たコミュニケーションをとることができました。

　このように日常的な言葉からでも「ワールドワイド」で多くの文化背景を体

験できたのは、こんな私にとっても「大きな体験」でした。皆さんも「自分の外

国語能力では……」と物おじせず、コロナ禍がひと段落した際には飛び出して

みてはいかがでしょうか。（統計学）

日常単語から広がる文化背景と
コミュニケーション 【超初級編】

Calgaryの中心部（Downtown）。歴史
を感じる街並みと最新の高層ビル
が共存する多様な都市景観です

短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホームページで。

第
54
回
黒
門
祭

　
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。

学
術
文
化
会
所
属
団
体
を
は

じ
め
学
内
の
文
化
系
サ
ー
ク

ル
が
動
画
で
発
表
。
黒
門
祭

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
参

加
サ
ー
ク
ル
が
作
成
し
た
動

画
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
一
覧
表
に
し

て
掲
載
す
る
。

▽
日
時

７
月
３
日
（
土
）、

４
日
（
日
）

▽
第
54
回
黒
門
祭
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
　https://kurom

onsai.jimdofree.com

た
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ｅ

Ｓ
書
き
方
講
座（
ガ
ク
チ
カ
・

志
望
動
機
編
）」等
、
各
種
講

座
の
動
画
を
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
で
順

次
配
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
予
算
」「
令
和
３
年
度
育
友

会
長
、
副
会
長
及
び
監
査
役

の
選
出
」
の
三
つ
の
議
案
が

承
認
さ
れ
、
新
会
長
に
後
藤

康
夫
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

　
夏
の
支
部
懇
談
会
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
全
国

67
支
部
中
、
28
支
部
25
会
場

で
開
催
す
る
予
定
。
申
し
込

み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
な
ど
、
活
動
の
活
性

化
に
向
け
、
新
た
な
取
り
組

み
を
行
う
。

　
※
詳
細
は
会
報
『
育
友
』

１
６
６
（
夏
）
号
に
掲
載
。

〝
オ
ー
ル
専
修
〞
の
一
体
感

を
実
感
し
た
。

　
新
会
長
と
し
て
創
立
63
年

を
数
え
る
育
友
会
組
織
の
伝

統
を
継
承
し
つ
つ
、
コ
ロ
ナ

禍
を
踏
ま
え
た
改
革
も
同
時

に
進
め
て
い
く
。「
コ
ロ
ナ
禍

は
、
支
部
懇
談
会
や
ス
ポ
ー

ツ
応
援
を
は
じ
め
と
す
る
育

友
会
活
動
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
未
曽
有
の
事

態
で
あ
り
、
倣
う
べ
き
前
例

が
な
い
か
ら
こ
そ
、
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
し
、
時
代
に
即

し
た
育
友
会
の
あ
り
方
を
模

索
し
た
い
」
と
言
葉
に
力
を

込
め
る
。

　
長
く
企
業
の
人
事
部
門

で
、
社
員
の
成
長
を
見
守
り

続
け
て
き
た
。
そ
の
経
験
を

踏
ま
え
専
大
生
に
対
し
「
大

学
４
年
間
を
漫
然
と
過
ご
す

の
で
は
な
く
、
明
確
な
考
え

を
持
っ
て
物
事
に
取
り
組

み
、
日
々
半
歩
で
も
前
進
す

る
こ
と
が
大
事
。
そ
の
よ
う

に
し
て
困
難
を
乗
り
越
え
た

経
験
は
き
っ
と
自
信
に
つ
な

が
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
。
座
右
の
銘
は
「
意
志
あ

る
と
こ
ろ
に
道
は
開
け
る
」。

　
愛
知
県
岡
崎
市
在
住
。
59

歳
。

時
代
に
即
し
た
会
に

時
代
に
即
し
た
会
に

育
友
会

新
会
長

後ご

藤
と

う

康
や

す

夫お

さ
ん

３
年
次
生
の
活
動
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

ガ
イ
ダ
ン
ス
よ
り

昨
年
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で

育友会定期総会

川
上
さ
ん（
ネ
ッ
ト

情
報
３

）が
県
知
事
賞


